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l 本稿の目的
本稿の目的は，私たちがζれまで兵庫県出石郡但東町
において行ってきた子ともの生活と産育についての研究
をふりかえりつつ， i農村における子育てと子育ちに関
する研究」の端緒を聞くために研究のあり方と方法につ
いて検討し，あわせて今後の課題を明らかにする ζとで
ある。
H 研究の経過
(1)問題愈機
①当初の問題意滋
私たちは1984年に但東町研究会を組織して，地績にお
いて子どもがどのように育ち育てられているかを明らか
にし，今後の子育てのあるべき姿を考えるための共同研
究に着手Lた。
私たち;ま「農村Irおける子どもの生活における一研究
(l)j において.研究の動機として二つあげた。
一つは「子どもの現実からの動機Jである。現代の子
どもをめぐる深刻な問題，つまり受校拒否，家庭内暴力，
校内暴力，非行，いじめなどの問題をみたとき，乙のよ
うな閉鎖を解決する道を探る乙とが必要であり ，そのた
めにはまず子ども同士の育ち合いの再生が必要であると
いう私たちの考えの上に立ち，地域における子ども関係
の実態を探るために，農村の調査を行った。
他の一つは「研究方法上の動機jである。それまでに
用いてきた教育研究の方法は，子どもに焦点を当て，子
ども自身がまわりからの作用を受けてどのようκ宵って
* 1 回線畷学園女子短期大学
*2 滋賀県立短期大学
(1) 
いるのか(人間形成していくのか)を具体的に明らかに
してし、く方法であった。今回はζの方法iζ加えて，新た
に別の視点から研究しようという動機であった。
学習の主体者である子どもに焦点を当てた研究から，
その子どもに作用している 「まわりの生活世界JIr目を
向け，それを研究の対象』とする方法である。子どもの人
間形成のプロセスを図とするなら，その背長としてある
地(子どもの生きる場，地域社会といってもし、しつを研
究の対象にするという ことであった。
主体としての子どもとまわりの生活世界とのダイナミ γ
クな関係を明らかにする乙とが，教育研究の上からも必
要と考えたのである。
研究目的は次のようであった、と表現できょう。
1， 但東町の子どもたちIr，但東町の何(人，乙と，も
の)がどのように影響を与えているのだろうか， ζの点
を明らかにする乙とである。
2， 但東町の子どもたちは，まわりの世界(人，乙と，
もの)からどのような彫響を受けながら，どのように育っ
ているかを明らかにする乙とである。
そしてとくに研究K当たっては，乙れまでのように子
どもの教育を狭く学校教育のみに限定して考えるのでは
なく i子どもとまわりの生活世界との関係のあり様を
明らかにする ζと」が目的であると私たちは共通痩解し
たのであった。
②研究を進める過程で明確になってきた問題意識
私たちが研究を進める中で地元の人から「子どもの現
実のすがたに対する不安Jが表明され，それゆえにまた
「農村κおける子育ての難しさJが強く語られた。今の
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子どもが自己中心的で，いじめもみられ，人としてのぬ
くもりが感じ取りにくい，というのである。とりわけ高
度経済成長期以後の子どもの生活の変化は乙れまでにみ
られた変化とは質的にも大きく異なっているととが感じ
られた。つまり次の二つの点が明確になってきたので‘あ
る。
1， 高度経済成長期以後の子どもの生活のかかえている
問題をどのようにとらえればいいのか。
2， 乙の問題の解決の方向と具体的な解決の方法はどう
あればいいのか。
乙の二つの問題を私たちの研究の明らかにすべき主要
な問題として位置づける必要が出てきたのである。
(2) 研究経過
私たちは以上のような動機と目的を立てて，次のよう
な経過で研究を進めてきた。
1984年
O現地を訪れて役場(特IC町の教育委員会)と学校，さ
らに主としてフィールド調査を行う地区の住民K対し
て研究の趣旨を伝え協力の依頼を行う。あわせて町の
関係資料の収集を行う。
O但東町の一地区において，夏休みに子どもの生活を観
察し，あわせて子どもやその家族IL対して聞き取り調
査を行う。
0伝統行事についての観察と聞き取りを行う。
0子どもの生活の実態について但東町の小学5，6年生
と中学生の全員iζ対してアンケート調査を行う。調
査項目としては子どもの遊びと友だち関係，家庭観，
学校観，地域観，子どもと老人との関係などである。
1985年
0地元の農家IC宿泊し，農村生活の実状を聞き取る。
or農村における子どもの生活に関する一研究(1)-子ど
もの遊び.友だち関係，学校観，家庭観，地波観を
中心fLー」を発表(市大生活科学部紀要Vo1.33)。
0地元の三人の産姿さんに自宅分娩時代の出産と子育て
について聞き取り調査を行う。
0保健センターを訪ね但東町における乳幼児期の子育て
の現状と問題点についてインタビューする。
1986年
O地元の小学校を訪れ，登校から下校までの子どもの学
校生活を観察し，あわせて教師に最近の子どもの実態
と教師のとりくみについてインタビューする。
1987年
0但東町の広報の分析を行い， r農村における子どもの
貌ー」を発表(市大生活科学部紀要Vol.35)。
or農村における産育についての研究(1)Jを発表(日本
看護研究学会雑誌Vol.lO，No.2)。
1988年
or農村における子どもの生活に関する一研究(3ト一子ど
もの学校観，家庭銭，地場観の分析ーJを発表(滋賀
県立短期大学学術雑誌第33号)。
01984年にアンケー卜調査を行った子どもたちのうち当
時5，6年生の子どもに対して家庭観，学校観，地統
観を中心1:2時点分析のための調査を行う。
0産婦としての体験と出産の模様について各世代の婦人
に聞き取り調査を行う。
0伝統行事の観察と聞き取りを行う。
1989年
0伝統行事の観察と聞き取りを行う。
or農村における子どもの生活に関するー研究(4ト子ど
もの地域観の2時点分析ー」を発表(滋賀県立短期大
学学術雑誌第35号)。
(3)他の研究を移考にして
ζ乙で私たちの研究の問題点を見いだすために他の先
行研究を参照してみよう。
①まず私たちと閉じような研究の一例として，箕浦康
子Kよる「山村における子どもの生活 咽ー山県吉備高原
における事伊ト Jー(1)を検討する。乙の研究はその目的を
次の二点においている。
1， 過去90年間の乙のような社会変動が子どもの社会
化過程にどのような影響を与えたかを，僻地の事例研究
を通じて明らかにするζと。
2， 生産手段の進歩Ir.伴う生活水準の向上，社会関係
の変化，通信 ・交通手段の進歩による行動範囲の拡大な
どは人々のものの考え方をどう変えたか。それは子ども
の育ちの過程にどう反映したか，を明らかにする乙と。
研究方法は岡山県O町のU小学校の校区の一地区を選
び出して住民IC聞き取り調査を行い，その校区の子ども
たちに対してはどの時聞に何をしていたか面接調査を行
い，さらに子どもの 3人Ir.ついては子どもを一日追尾し
その行動と状況を逐一記録している。
箕浦は「祖父母ゃ父母の子とも時代」と r1980年代の
子どもJとについてそれぞれ生活実態を概観した後で，
社会変動が子どもの社会化過程に及ぼす要因として次の
7点から考察している。
1， 子ども人口の減少， 2， 農作業の機械化および家
事の合理化， 3， 資本主義的市場経済の浸透， 4， 貌の
生活fL関する一研究(2←『広報』にみる地域社会の変 農業外毅労， 5， テレピジョン， 6， モータリゼーション，
(2) 
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7， 親の子ども銭。
本研究の方法及び考察の視点は私たちの(過疎地)研
究とほとんど同じである。ただ「親の子ども観」につい
て，箕浦は日本の親一般が「子どもには苦労をさせたく
ない」という心情をもっていたとしているが，乙の前提
はさらに検討を加える必要があるだろう。ともかくとの
研究は山村の子どもたちの生活の変化を跡つけることが
目的であって，ここから今後の山村の新しい展望を導き
出そうというものでもないし，山村の子どもの将来の問
題も語られていない。
研究は研究者の問題意識によってその対象とするもの
の見え方が異なってくる。容易iζ将来の子どもの生活の
展望が見えないにしても，それを探求する姿勢を保持す
る必要があるのではないか。
②次に私たちの研究に一つのヒントを与えてくれて
いる論説を見てお乙う。
それは中内敏夫らの「産育と教育の社会史Jの一連の
仕事である。特にと乙では叢書4の「子どもの社会史，
子どもの国家史Jにみられる所説である。本警のはじめ
に書名と同じテー7で五人による座談会が組まれている。
乙の中で展開されている内容に関して私たちの研究と関
係させて次の二つの乙とに注目した。
1，子どものあり方をとらえる時代区分の仕方について
2，子どもの歴史研究のあり方について
1，は子どもの生活史を歴史的にみると大きく三つに区
分できる，という指摘である。南北町以前と，室町から
1950年代の後半までと，1960年代以降，つまり高度経済
成長期以後iζ分けられる，という考えが提起されている。
ζの点は非常に興味深い。それほど高度経済成長期以後
の社会の変容が大きかったという ζとであり，また乙の
点、は詳しく乙乙では触れられないが，乙のような時代区
分は子どもの生活というものをどう考え，子ともという
存在をどう考えるかに関わってくるからである。乙の点
は2，とも関わってくる。
座談会の中で小沢有作は次のようK語っている。
「学問とか研究とかにかかわるとき，知らないままに
主語を国家とか社会という言葉において考えてきたよう
IC思うのです。そうすると"7イナーの問題は取るにた
らないものにみえてしまう。もっと当り前の人間の感覚
から出発すれば，つまり男がいて，女がいて，子どもが
いて，老人がいて，いろいろな民族がいて，人類の歴史
が動いていってるわけですね。その中で子どもは飯をく
い，遊び働き，なにかを学んで大きくなり，一人前になっ
ていくというごく当り前のと ζろから思うと，では子ど
もは普から今までどのように生活してきたのだろうかと
(3) 
いう疑問もどく自然に出てくる。そうした当り前のと乙
ろか学問の世界にのめりこんでしまうと，案外みえない。
主語のとりかたにひとつ問題があろうかと思うのです。J
(2) 
つまり「学問Jは日常性を問うことができないでいる
のである。乙れは教育の歴史研究の質の問題でもある。
子どもを生活世界の中でとらえる乙とが必要なのである。
「歴史を 『子ども史』としてみようとするのは，主語を
学校から子どもに，国家から民衆Iζ変え，教育の概念を
学校に限定する乙となく，もっと広いととろに解き放っ
てとらえていくことです。いわば公的に制度化されたレ
ベルで見るととろから民衆の日常生活史というと ζろで
みていくというふうに歴史の視野を変えないと，子ども
の生活や成長は出て乙なし、。教育=学校という近代主義
的概念に風穴をあけないといけないでしょうJ(3)という
乙とである。
私たちの研究も社会科学的観点をふまえつつ上のよう
な意味で子どもの社会史を志向する必要があるだろう。
皿 農村における子育てと子育ち
(1 )但東町の子どものすがたと子育て ・子育ち
それでは私たちはζれまでの研究でなにを明らかにし
てきたのであろうか。まず子どもの生活の実態について
はアンケート調査による限界はあるとはいえ，子どもの
遊び，友だち関係，家庭観，学校観，地域観とその根拠
などについて調べてきた。とりわけ自分の住んでいる地
域に対する意識については3年間でどのように変化した
のか追跡調査を行った。まだ報告するまでのデータを集
約できていないが，研究の経過で書いたように，地元の
子どもや大人に対する聞き取り調査や観察を行ってきた。
乙ζで今の但東町の子どもたちの一面(問題点)を見た
上で，子育て ・子育ちの一例をみてみたい。つまり問題
をもっているとはし、え，乙のような子どもの生活が現実
なのである。
①聞き取りから浮かび上がる但東町の子ともたちのす
がた
0自己中心的なものの考え方と生き方
聞き取りを行うと，大人も子どもも自己中心的なもの
の考え方をするようになった，という人が多い。
前は農業中心で助け合わなければやっていけなかった。
部落の村役というものもあったし， 相互扶助の組織「講J
もあった。しかし，今ではそれを必要としなくなった。
ものが豊かになって今は親たちが自分の家や家族の乙と
しか考えなし、。乙れが子どもたちにストレートにあらわ
れてきている。すぐに「おれの勝手や」という言葉が出
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る。 同じようなレポートを見てみると.そζでは「自己中
O内と外をうまく使い分ける子どもたち 心性が強くなってきて，他人への依存度が高くなってき
親は自分の子どもは r~\~ 、子」と患っている(内)が ているJ(6)と錨摘している。
他人に対しては相当に冷たい(外)。大人がわきあいあ レポートは 「子どもが見えにくくなっている」現実の
いと本音出さず使い分けている。子どもはそれをよく見 中で，生徒一人ひとりの生活背景をしっかりとらえ直す
ている。大人も子どもも時と所で使い分ける。 活動が必要だというのであるが， ζのζとが容易でない
O積極性に欠ける子どもたち ょうだ。今後における課題として. r地域の変わりつつ
但東町の中学生の実態をレポー卜したものによると， ある実態が真に見え切れていない乙と」が改めて指摘さ
その特徴を列挙すると次のようになる。 れている0
・いわれた乙とは素直に実行するが，その場限りであ ②現在の子育てと子育ちの一面
る。 o風土と子育ち
・行動fL主体性が乏しい。人まかせ，人ICいわれるまま 「但東町の子どもたちは辛抱強い。それは冬の雪の中
である。 での生活があるからJ
・何をしたらよいのか気づかない。気が付いていても笑 ζのように但東町のある母親は私に語った。
行Kうっせない。 今では但東町の子どもたちも町の子どもたちも変わり
・少人数の集団で過ごしてきたため，まあまあという甘 はない，と言われる。山の中に入る乙ともほとんとなく
えがいつもついてまわり，何事においても厳しさに欠け なっている。また，川で泳ぐ乙とも少なくなってきてい
る。 る。しかし，それでもまだI1のど乙にいけばどんな魚が
.友だちとの切珪琢磨は少なく，集団での順位は決定的 とれるのかを知っている子もいる。魚とりの名人がいる，
なものとして受け入れており，何か努力してはい上がろ という。つまり自然の中に入って群をな して遊ぶすが
うという意欲に乏しb、J(4) たは見られなくなってきたが，全く自然、との交流がない
教育研究集会の報告容ではとのような子どもの生活態 わけではない。子どもたちは但東町の風景を見て暮らし
度が学校の先生の自につくという乙とである。 ている。風景には自然地理的な風景も人文地理的な風景
さらに考えていかなければならない I生徒の現状」が もある。そして乙の場合重要なのはζの両者が深く関連
ある。時の流れにともなって「生活形態の変遷Jの波が しあっているという ζとである。乙のような風景の中で
押し寄せ，地域の実態と生徒の気質にも変化がみられる 子どもたちは育まれているのである。
という乙とである。 r気質の変化Jという表現を用いて 子どもたちの何がまわりの世界の何によって育まれて
いる。そして「未だ純朴な気質も残ってはし、るが，徐々 いるのであろうか。 ζの点については単に子どもや子ど
に， ζれまでとはひと味違ったタ イプの生徒が増えてき も時代を対象とするだけではなく，各世代の人々が長い
た感じが強い。J(5)と指摘したあとで次のような問題点 人生の中でζの地域(ふるさと)のかもし出すものの影
をあげている。 響をうけているのであるから，各世代の人々について人
・金銭面に対しでも関心が強く，ひいてはそれが領得勘 生のそれぞれの時点での影響を調べてみる必要があるだ
定につながって行動をする。(親にしても，子どもに遠 ろう。
慮する向きが強く.比較的簡単K欲しいものを買い与え O老人とのふれ合いを通して
ている。) 但東町は県下で一番高齢化指数の高い地獄である。子
.労働を嫌い少しでも楽をしようとする傾向がある。 どもたちは老人とふれ合う中で何かを学びと っているの
.日和見主義で，自分からすすんで行動しようとしない。 ではないだろうか。私たちが観察した例をあげる。
・コツコツと粘り強く続けていくことは避けるが.反面 小高い丘の上が先祖の墓所になっている。そζにいた
カッコのよい乙とはしたがる。 る坂道で老人は大きな松を見上げながら乙う言った。
もちろんマイナス面だけでーはなくプラス面も舎かれて 「乙の木は自分Kあたえられたζのわずかな土地にな
いる。プラス面としては次の2点があげられている。fL一つ不満も言わずに生きているJ
・やさしい人間性が綬底iとあって，友だちとわきあいあ 老人は乙の乙とを横にいた孫に教えるという風ではな
いとし，ものを大事に級う。 かった。自分に言い聞かせるようにつぶやいただけであっ
.全体的にみると ，明朗，従順，素直で謀せられた乙と た。
は.A面白にする。 また， ζの老人は山の上の墓所のまわりに，実のなる
(4) 
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木(粟，柿など)を植えた。それは子どもたちが親しみ 家の人から注意されるとともないですからJというので
やすい場所にしたいからだという。 ある。
墓地にやぶ乙うじを櫛える，それは子どもたちが乙の 長く続いてきたしきたりが少しずつ変わっていく。よ
木のように「まっすぐ伸びてほしいJという願いを込め り合理化されていくといっても~，~、。それは仕方ない ζ
ているのである。 となのであろうか。乙の母親の言葉も，乙れまでのよう
子どもたちは乙のような老人と共に生きている。子ど に気兼ねなく準備ができるよさがある一方で，子育て・
もたちは老人からどのような影響を受けているのだろう 子育ちの習俗が少しづ‘つ風化していくととを残念に恩っ
か。 ζの点が私たちの研究で明らかにしたい乙とのーっ ているあらわれであろうと考えられる。
である。確かに子どもにとって老人たちの影響力は大き それ・ぞもまだ，愛宕祭の終わった自の夜は.中学3年
いものではない。しかし影響力はある。だから乙そ乙の 生のリーダーの家でζ馳走をよばれる乙とになっている。
見えざる影響を見逃してはいけないのではないだろうか。 i愛宕祭」がうまくいった翌翌日，コミュニティーセン
O伝統行事の中での子育て ・子育ち ターでは，子どもたちがお菓子やジュースK囲まれて，
私たちは中藤(現在40戸たらず)地区の伝統行事の愛 テレビゲームを楽しんでいた。乙のような場は日頃遊ば
宕祭(例年8月24日の夜)を観察してきた。 ζの愛宕祭で ない子ども同士が一緒にすごし，話をするいい機会になっ
は普はだいだい絵をかっ'らでしばり，両側から支えて高 ているようである。私たちが観察したときにも，日頃仲
く松を立てたという。結構規模の大きい行併であったよ のよくない子ども同士が一緒にふざけている姿がみられ
うだ。昔は泊り込みで準備をしたそうだ。 た。
乙れは男の子の行事で小学4年生から中学3年生まで そして，台所でiま母親たちが慰労のためiζカレーを煮
が参加する。今は子どもの人数も少なくなった中でかろ 込んでいた。母親たちと子どもたちの会話を聞いている
うじて続いている。 iお子さんおんなしたら連れて乙ら と，子どもたちには一つの「大役Jを成し遂げた誇りの
れたら~，~、J と勧められた乙ともある、 ようなものを感じたし，母親たちには子どもたち1:たい
しかし毎年地区の人々が，山の中腹の「阿宕山」とか する「ねぎらい」の気持ちが感じられた。
かれた火の文字を山の向いの道から見上げている光景は
いかにもムラの伝統行事といった感がする。
乙の祭りの進行を記録していた時の乙とだった。小学
3年生の男の子が.準備で忙しく動きまわるおにいちゃ
んたちを見て自分もやりたそうにしていた。その横にき
た高校生の男の子が次のように言った。 iぼう，来年か
らゃなJと。乙れを聞いた3年生の子は大きくうなづき，
おにいちゃんたちの準備に忙しく動きまわる様子をじっ
と見ていた。
乙のような場面をみると，愛宕祭は男の子K対する
一種のイニシエーション(通過儀礼〉であるようだ。
乙のような伝統行事が但東町Kはまだ少なからず残っ
ている。 ζれらの伝統行事を通して子どもたちは何を
体験しているのだろうか。また，そのような伝統行事
1:大人たちは何を託しているのだろうか。乙の疑問i乙
答えるべき研究をする乙とも私たちの重要な課題であ
ろう。
「愛宕祭りJの打ち合せや準備の場が，リーダーの家
からコミュニティーセンターに移った。 ζの乙とについ
て母親の一人が， iわたしには，乙の乙とがいい乙とか
どうかわかりません」と諮った。なぜなら「家人に気が
ねせず話合いができるのは，子どもたちにとって楽しい
でしょう。しかしその一方で下駄のぬぎっぱなしをその
(5) 
(2)これからの子育てと子育ちを考える
ζ乙では農村iζおける子育て ・子育ちの現状を見すえ
た上で.ζれからの子育て ・子育ちの可能性を模索する
ときに何が重要なのかを考えるための資料を検討する。
①1984年5月5日にNHKテレビにおいて「子どもから
の赤信号 ・股村の子も病んでいる」という特集で，秋田
の農村の子どもの実態がレポァ卜された。
農村としてはササニシキの産地である秋田県本荘由利
地区の例があげられている。乙の由利地区では昭和40年
代iζ大手電気メーカーの部品工場が進出して以来，都市
型といわれるような子どもの乙乙ろの病が増えてきてい
る，というのである。例えば登校矩否の子ともが増えて
きている。親は工場勤めなので日曜日κ悶闘に出なけれ
ばならなし、。そのため子どもと一緒に過ごす時間が少な
い。父親は働き鋒で母親は教育771となっている。しか
し現実に我が子が問題をもっとどうしていいかわからな
いのである。
ある一人の母親はインタビューに答えて次のようなこ
とを話していた。結婚して子どもができたら勤めないつ
もりだった。しかし近所の奥さんたちがみんな勤めに出
ている。近所の目があるから勤めに出たのである。勤め
で時間がないから，すぐ買えるスーパーは便利た冒という
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ので惣菜まで買ってしまうのである。子どもには子ども
の欲しがるものをつい何でも買ってしまう。
番組の最後lζキャスターは 3回シリーズのまとめとし
て次のようにしめくくった。
「生活が笠かになる中で子どものからだや乙乙ろの中
に現れてきた変化のいくつかを見てきました。そのいず
れも日頃自につきやすい校内暴力とか非行の問題と比べ
ますと大人の固から見えにくい形の変化です。しかもそ
れは，乙れから大きく変わっていく他の農村や都市にも
共通した子どもからの赤信号と言う乙とができます。
それなら大人はどうしてやれるのかという乙とになり
ますと即効薬はないようです。秋田の例のように日頃か
ら子どもとふれあって語り合う時聞をできるだけつくっ
てやる。外で伸び伸びと運動し，大い1:遊ぶ時間を与え
てやる。さらに， ~~~、子どもたちの痛みがわかるように
幼いときからきちんと教えておく乙と。乙ういったごく
当り前の乙とが実は一番必要な ζとだという ζとを教え
られました。 ζの乙とに今大人たちが気づいておかない
と子どもたちからの赤信号は点滅し続ける乙とになるで
しょう」
ζ乙で指摘されている三つのζとが大人(貌)によっ
てなされれば子どもたちの心の病が解決するのであろう
か。そうではないだろう。 三つのととをなすためにはお
そらく他の面での「無理」が大人(親)にかかってくる
だろう。そしてそれがまた新たな要因になって子どもの
悩みへの誘引Kなるという ζとは容易に想像できる。つ
まり大人や子どもの生活は一つの構造としてまとまった
ものであるので，その一部を対症療法的にいじくってみ
ても板本的な解決にならないのである。そうであるから
とそ子どもたちの生活を可能な限り「全体としてJ記述
する ζとが必要なのである。との点は先lζ 「産育と教育
の社会史JKついて述べたととろと関係している。
②塾において子どもとふれる
但東町の地元で塾をしている人がいる。受験勉強の塾で
はない。 iスポーツの選手のように『それをとったら自
分は何もなし、』というようなとζろを誰もがもったらい
いのになあと思う。その途中の一過程iζ参加できたらい
い」と乙の人は塾をひらく願いを語る。乙乙には地元の
小学校の3分のlの子どもが来ている (50人ぐらい)とい
うが，学校の先生よりも子どもたちの裏がよく解るという。
普通の勉強も教えているが，子どもたちががんばった
ら天の橋立の方まで野球を見に行ったり，ラーメンを食べ
1:行ったりする。そのような中で-関係をつくろうと苦心
している。しかしそれでも子どもは何でも「自分の勝手
にしたらいいJと思っているから，時には乙ちらが利用
(6) 
されているみたいになる，とむなしさを感じるという。
自分の日頃の試みは窓味ないのかなあと思う ζともある，
と語っている。
最近の子どもたちはよくわからない，どのようにした
らいいのか，なかなか展望が見えて乙ないと悩むζとが
多いそうである。
地元iζ住み土地の子どもたちに期待をするから乙そ厳
しく子どもを見すえる姿勢がζとにはある。乙のような
日頃からの本音の付き合いを積み重ねている者iζしか見
えないものを丁寧に聞き取っていく ζとが私たちには求
められている。
②東井義雄の実践に学ぶ
私たちの研究のフィールドである但東町に f村を育て
る学力』という実践をした東井義雄が住んでいる。乙れ
からの農村における子育て ・子育ちを考えるとき東弁の
この実践から多くを学べるのではなし、かと私たちは考え
る。乙の実践はより普遜的な妥当性をもっている。以下
乙の実践を検討しどζ11:.学ぶ点があるのか考えてみる。
東井が母校の相回小学校1:迎えられたのは昭和2年で
あった。戦前と戦時中の反省のもとに， iイデオロギー
のとり乙にならないぞJrひたすら，自の前の子どもの
しあわせ，子どもの生きている村のしあわせ，村人のし
あわせを踏み外さない実践をおし進めるぞ」と決意し母
校に赴任したのである。
農山漁村の子どもの学力が低いのは，地犠K希望がな
いから，子どもたちに都市の生活に希望をもたせ，進学・
就職の指導をする乙とによって学力を高めようという考
えがある。乙ういう考え方をする教師たちとは，策弁の
考え方は異なっていた。
都市へ向かう子どもを育てるのであればそれでは乙の
相田小学校はどうなるのか.と東井は言うのである。そ
れは入学試験用学力，就織試験用学力・ペーパーテスト
周の学力で，ほんものの学力ではなく， r村を捨てる学
力」なんだというのである。
先輩の先生たちが.東井のいる学校までやってきて，
都市への移動は，誰がなんといおうが現実なんだと，説
明しでも，東井は「それだから乙そ，そういう動きに抵
抗し， r村』を守るのが，村の教師の役割ではないかJ
と反論する。 r村はもちろん，希望が待てない程の問題
をかかえている。が，それだから乙そ，乙の世界でただ
ひとつの『わしらの村』を 希望のもてるような村に仕
上げていくと ζろに希望を育てるべきではないか，そし
て，その希望を実現するためには，ペーパーテストで点
数がとれればそれでいいというようなうすっぺらい力.
頭の毛の光K一時的にくっついているに過ぎないような
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血の通わない学力ではなくて，現実を正しく見極めたり. い屈w通りぬけるようにしたいなあ/そのためには/もつ
はてな? ζうかもしれないぞ，乙うしてみたらどうな ともっと農業のやり方を考え/村を鑓かにする方法も考
るかな? というように，生活の中に潜んでいる問題を えねばならぬなあ/また/もっともっと勉強して/しっ
発見したり，その解決のために，身を挺して挑戦し，聞 かりした考えをもつようにならなければならぬだろう/
題を打開していくような『生きて働く学力Jr村を育て だけど/それといっしょに/みんなが手をつなぎ/みん
る学力』を育てるべきだし，育てるととができる，とい なが助け合い/一人の喜びをみんなも喜び/一人の悲し
うのが私の主張であったJm みをみんなも悲しみ/わけあい/力になりあい/うらみ
乙うして東井は村が貧しし、からζそ村を守る実践を始 やねたみや我利々々をふきとばし/いばったりいぱられ
めたのであった。そのためには子どもたちに「生きて働 たりすることをなくし/男も女も/としよりも子どもも
く学カJr村を育てる学力Jつまり「ほんものの学力J /どんなしどとをする人も/思うぞんぶん生きられるよ
を育てようとしたのである。絶望的な村の現実に絶望す うな/そんな村ICする乙とは/もっともっと大事だなあ
るのではなく，希望のもてる村づくりに子どもたちの希 /私たちはいつもそう思う。J側
望を育てようとした。 さらに卒業式でもこの誇を読み， 子どもたちが乙れを
ζれは有名な話だが，子どもの日記IL脅かれた一枚の 実現することを夢みながら卒業していき，乙の夢は地場
絵は東井fCは「黒猫が棒のようなシッポを上げて小便を 住民の願いになり，とうとう実現されていくのである。
している図画」に見えた。実は乙れは四年の子どもが牛 そして鉄の橋ができ，公衆電話の設践がなされ，道幅が
を追って見た夕やけの絵であった。乙の絵について子ど 拡猿されたのである。
もは次のように魯いてきた。牛は「棒のようなシ yポを 学校は地域に開放され，村の人生相談所になり，青年
あげて，ションベンをζきはじめました。そのとき，む の集会場になり.老人たちの勉強織になっていった。
ζうのタやけがションベンにうつってとっても美しかつ またとのような子どもの中κ芽生えてきた頼もしい生
たです。ぼくは.生まれてから，あんなに美しいション き方を，村中の人に知ってもらうために学校だよりの
ベンを見たのは，はじめてです。J rはぶが丘」をだしたが，村の人たちがこれを待つよう
ζれを読んだ東井は「牛の小便にもとんなに美しいも になりその反響を載せると，またそれに反響が返ってく
のと篤ける子どもなら，みんなが，つまらないと，捨て るようになって. r学校だよりJが「地域文集jになっ
ていく『村』にも，生きがL、を見つけてくれるのではな ていくのである。乙のようにして学校は「村の学校」 κ
いか，とうれしかった私である。J (8)と曾いている。 なっていったのである。
教え子の保田朗という子どもの有名な rJ11Jという詩 しかし勤続年数の関係で東井が隣の高橋中学に移動す
がある。川が「さら，さるる，ぴる，ぽる，ぽん，ぼちゃ ると，それまで地道IL教師たちが作り上げてきた 「ほん
ん」と流れているという持である。乙れを読んだ東井は ものの学力Jが変質していったのである。子どもたちも
自分も川の流れに耳を傾けると確かにそのように聞乙え 変わっていった。ちょうど高度経済成長期にさしかかる
たとい. r乙の子どもたちが大きくなったら『村はつま 頃であり但東町でも学校の統廃合が行われ，相田小学校
らない』などとはいわない大人になってくれるだろう， はなくなってしまった。
と嬉しくなったJ(9)と東井は書いている。 東井は次のように替いている。
乙のように目の前の農村の現実が絶望的であるのに r農繁期休業』は『家の手つだい』というよりは.
子どもたちはものを見る乙とにおいて絶望していないの 学校ではできない大切な学習の機会だという考えでやり
である。乙の子どもたちにとそ東井は信頼をおき. r村 続けてきたその乙とは，子どもの学習権を，親は奪うべ
IC生きがし、を見つけてくれるだろうJr大人になっても きではない，というような考え方からか，廃止された。
村はつまらないとはいわないだろうjと期待をするので 親たちが一生懸命田植をしているのに，競輪用みたいな
ある。 カッコいい自転車で帰ってきた中学生たちが，自転車を
東弁は毎日授業のはじめに「私たちの夢Jという次の とめてキャッチボールをしている，というような風景が
ような誇を子ともと共lζ声を揃えて読んできたという。 自につくようになっていったのであるJ (11) 
「私たちはいつも考える/もうちょっと広い道がほし 「農村を過疎化に追い込み，衰弱に追い込んでいく，
いな/すぐいたんでしまう土の橋のかわりに/鉄きんの 自に見えない流れ，カに対する抵抗と. r本当の豊かさ』
橋がかけたいなあ/部落に一つくらい/包括もほしいし を追求する.貧しさの中の『村を育てる学力Jの教育実
/できたら山にトンネルぶちあけて/村IL/いつも新し 践であったが.高度経済成長と共に，すでに拡がってし
(7) 
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まっているアメリカ文明，ペンキ文明，ベニヤ板文明，歪
んだま2かさにどう対決し，ほんとうのものを顕かにしてい
くかが(新しい高橋中学校での)私の課題となった。J(12) 
乙のようにして村はまたたく間に大きな時代の流れに
飲み込まれていった。
「村の人たちが工場通いをするようになった。未明11:
HlK出て聞を耕し，工場から帰って深夜までまた回の仕
事をする，というような村の人たちのあり方が始ま った。
急速に燥機具が増えた。土を愛し土をつくる農業が，土
をだまし，土から毒事う農業にかわり.急速に回が荒れて
いった。J(13) i谷間の老いも若きも，男も女もひとつに
結ぶ要になっていた学校がなくなった上11:，他人のことな
んか考えておれない生活の様式の変化が，善い意味にお
いても悪い意味においても，人と人とを強く結びつけて
いた 『義箆Jr人情』を，いともあっさり踏みにじる乙
とにもなった。外であっても挨拶をしない，と老人たち
が嘆くような若者がふえてきた。村人たちの自己主張の
ロがとがりはじめ， r我・他・彼・此』の人間関係がめ
だちはじめ，それが家庭内にも持ち込まれるようになっ
た。親子の断絶，老人疎外は，都会だけの問題ではなく
なってきたのである。J(14) 
乙うして東井は「私は完全に敗れた」のである。ねが
いを乙めて育てた若者たちも村にいない。相田小学校は，
その学校跡』ζ小さい記念碑を残すのみで，影も形もなく
なってしまった。歴史は乙のように展開したのである。
東弁ー は昭和47年3月に定年でも段後の八鹿小学校をやめ
たが，今も f東井をか乙む会JIζ保育園，幼稚園，小学
校，中学校.高校の教師たちが集まり「新『村を育てる
学力』を目ざして地域ぐるみの実践を地道に進めている
ようである。
東井のすばら しい実践は実を結ぶ乙 となく敗れた。高
度経済成長の時代の流れに敗れたといってもいいだろう。
しかし， i村を育てる学力」の実践は現代においてもう
一度見直されても~，~、のではないだろうか。子どもへの
信頼，学校内での学力が学校外でのみかた，考え方，生
き方， Iζも通じるという乙と，学校の地域において果た
す役割， i本当の鐙かさ」を間い直す乙との大切さ.生
活の場である地域K板ざした人間を育てる具体的な方法
など学ぶ点は少なくなし、。今日 ζそ東井の実践は新たな
輝きを放って私たちの前にあるといえるだろう。
IV 今後の課題
本的方向を自覚しつつ今後の課題として次のような点が
あげられよう。
①さらにていねいに地元の各世代の人々から子ども時代
を中心に聞き取りを重ねていく ζとが必要である。そし
て「但東町の子どもの社会史」を構想し資料の収集，聞
き取りを行い，まとめる。
②一日の子どもの生活を追跡するζとによってその子ど
もとまわりの生活世界とがどの様な関係をきり結んでい
るのか，これを箕浦の研究を参考にしながら観察記録し
分析する。
③子どもたちが地域からどのような影響を受け，地績を
どうみているか，子どもの本音を読み取る努力を重ねる。
地域定住観の実態についても追跡調査を行う。
@地成の中のいわゆる“はらっぱ"とか“すみつ ζ"と
いわれるような場で遊んでいる子どもを見いだし，その
遊びの経過を観察記録し，分析する。
⑤放課後の子ども，休日の子どもの生活を観察記録し，
分析する。
⑥学校の教育目標が教育実践を介してどのように子ども
の中iζ実現されているのか，教師の協力をえながら検討
する。またあわせて実践が教える側の意図とは別の効果
を子どもに与えていなし、か子どもの学びに焦点を当てて
検討する。
⑦学校の「隠されたカリキュラム」を明らかにする。
③婦人κ対して出産と子育てについて聞き取り調査をさ
らに進める。
⑥主として子どもの伝統行事を採集し，その記録をさら
に充実させる。伝統行事の由来と変遷の経過，実際の進
め方，参加している者の意識などについて調べる。
さらに，本稿ては検討できなかったが，今後次のよう
な観点、についても取り上け'て考えていかなければならな
いと恩われる。
①「むらJをとらえる視座を検討すること
f日本の村JK対するとらえ方は大きく二つに分かれ
る。村の良さを見いだ、そうとする方向と村の問題点を強
調する方向である。いずれiとせよ私たちはそのどちらか
に立つというのではなく，そのようにみる立場が何故に
もたらされてきたかに，乙の点については先行研究につ
いて予め学習をした上で現地を訪ねる乙とも必要であろ
つ。
たとえば渋谷定舗の「農民哀史から六十年Jでは「故
郷を美化する気にはなれないJとして「農家の生活防衛
以上みてきたように，私たちの研究は子どもの社会史 の必死の戦い」を「ワキから概伝的K言える乙とじゃな
を錨き出す中で，子育てと子育ちのダイナミ ックな相互 いJ(15)と書いである。乙のように書く渋谷の視座が
関係を明らかにする必要があるのである。乙のような基 あるのである。
(8) 
場(智)他:袋村の子育てと子育ちに関する研究 -3J7-
また守固定、郎は「日本の村」で明治以前から日本の農
業社会がとくに部落の中で育ててきた恩怨の流儀につい
て舎いている。 i小国寡民を貫徹する部落には，たしか
に利己心がある。しかし，その利己心をつらぬくについ
ての償いとでもいおうか，他を絶対にも2さないという強
い自制力をもっているJ (16)乙とを具体的な例を取り
上げて論じている。乙のような視座は私たちのような研
究を進める上で多くのヒントを与えてくれると思われる。
②「地方」と してでなく Ii地域」 として検討する乙と
日本の画一化が進行する中で「地域Jの独自性とは何
か。生活者は，自分たちの住む湯を普通「地綾」とよぶ
が「地方jとは呼ぱなし、。 1976年から「地場主義」が言
われ， J978年には「地方の時代Jという表現が用いられ
た。乙の頃からの地域のとらえ万を踏まえた上で高度経
済成長期後の地域研究を箆思する乙とが必要であろう。
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Summary 
We investigated the actuaJ life in rural community for several years. 
ln this pap巴r，we examinated the method of our study until now. And then referring other studies of child-rearing 
and child-growing in the community， we find out some important points in progressing more our study. 
Some findings are fo11ows. 
1， The important view of observation is to read deep1y the relation reciprocaUy between child-rearing and child-grow-
ing in daily life. 
2， After the period high growth of Japanese economy， the community is changing very greatly. Consequently we 
make use of many ways to study. 
(9) 
